
（別紙３）

～ 2024年　10月　7日

（対象者数） 23 （回答者数） 21

～ 2024年　9月　30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・学習課題や個別支援計画の課題の確認を定期的に行い、

現状に合った支援ができているか、考えていく

・身についた力が発揮できるように、家庭や保育園、関連施

設と統一した支援の連携を図る

・課題に対するアプローチの仕方を工夫する

2

・散歩での個別課題にも注目し、取り組むようにする

・遠足など楽しみを設定し、目標を持って、長距離を歩く

ことができるようにしていく

・毎日の身体づくり ・手押し車やサーキットなど、体力をつけ、体幹を鍛える身

体づくりを基本としたプログラムを組み立てている

・天気の良い日には、散歩へ行き、様々なコースを選び、五

感を刺激しながら、楽しく散歩している（歩育の励行）

・少人数での療育で、個々の課題に対応しやすい ・課題が身につくように、繰り返し丁寧に支援している

・毎回の積み重ねで、成功体験をし、たくさん褒められるこ

とにより自信がつくようにしている

○事業所名 りんごの木

○保護者評価実施期間 2024年　9月　6日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年　9月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　11月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表



3

・積み重ねができると、パーテーションを取り払うなどし、

環境調整し過ぎない中でも集中できるようにする

・学習道具を充実させ、興味を持って取り組むことができる

ようにする

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・最新研究など必要な専門的知識を獲得し、園内で共有して

いく

・保護者様へわかりやすく伝えるようスキルを上げる

2

・ペアレントトレーニングの実施や保護者同士がグループ

ワークをするような会を実施していきたい

・専門的知識の活用 ・言語聴覚や作業療法、理学療法に関する保護者様が求める

専門的知識を獲得し、またそれらをわかりやすく保護者様に

伝える能力を習得することが課題だと考えている

・保護者様支援 ・母子保育時に茶話会を実施したり、個別面談にて相談を受

け付けているが、保護者様同士のコミュニケーションの場面

が少ないと感じている

・発達に合わせた机上課題、学習の実施 ・発達段階のおおよその指標が記してあるポーテージプログ

ラムを参考に、スモールステップで課題を設定し、取り組ん

でいる

・個別支援計画の課題も意識して、はさみやおはし等、生活

の中で活用できる課題に取り組むようにしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


